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浪
、
浪
、
浪
、
沖
に
居
る
浪
、
岸
の
浪
、

や
よ
待
て
わ
れ
も
　
山
降
り
て
行
か
む
牧
水

東
臼
杵
南
部
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
完
成

　
東
郷
町
鶴
野
内
の
道
の
駅
横
に
平

成
8
年
度
か
ら
建
設
が
進
ん
で
い
た

東
臼
杵
南
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
が
ム
フ
年
3
月
に
完
成
、
6
月
4
日

（
金
）
に
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
落
成
式
に
は
、
県
農
林
水
産
部
長
を

は
じ
め
と
し
た
県
関
係
者
や
関
係
市

町
村
長
、
地
元
住
民
ら
約
伽
名
が
出
席

し
て
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
後
、
こ
の
東
臼
杵
南
部
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
は
、
日
向
・
同
郷
8
市

町
村
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
農

業
振
興
の
・
中
核
的
な
施
設
と
し
て
活

躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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　　　　　る鞘8ご’り②

万
全
で
す
か
あ
な
た
の
家
の
防
災
対
策

こ
れ
か

こ
こ
数
年

へ

風
水
圭

①
気
象
情
報
や
ふ
れ
あ
い
通
信
（
河
川
水
量
の
お
知
ら
せ
）
な
ど
を
注
意
深

　
く
聞
く
。

②
防
災
袋
（
貴
重
品
、
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
応
急
医
薬
品
、
非
常
食
品
、

　
飲
料
水
、
衣
類
、
タ
オ
ル
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
筆
記
用
具
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

　
パ
ー
）
を
準
備
し
、
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
服
装
に
し
て
お
く
。

③
屋
根
や
窓
等
、
家
屋
に
壊
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
調
査
し
、
必
要
が

　
あ
れ
ば
補
強
す
る
。

④
突
風
な
ど
で
飛
ば
さ
れ
る
危
険
の
あ
る
物
が
あ
れ
ば
、
家
の
中
に
取
り

　
込
む
か
固
定
等
し
て
お
く
。

⑤
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、
家
財
道
具
を
で
き
る
だ
け
高
い
場
所
に

　
移
す
。
タ
ン
ス
の
引
き
出
し
や

　
押
入
の
下
の
段
の
物
は
上
の
段

　
に
移
す
。

⑥
お
年
寄
り
、
乳
幼
児
、
病
人
、

　
障
害
者
な
ど
は
安
全
な
部
屋
に

　
待
機
し
て
お
く
。

⑦
家
族
で
避
難
場
所
や
避
難
経
路

　
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
し
、
避

　
難
ず
る
場
合
は
火
の
元
や
ガ
ス

　
を
切
り
、
風
雨
が
強
ま
る
前
に

　
避
難
を
済
ま
せ
る
よ
う
心
が
け

　
ま
し
ょ
う
。

　＿　｝　ド　　　～受
　　ご’
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一謙轟舶～涛義訓塾　
認

レ
5
月
末
に
実
施
し
た
災
害

　
危
険
箇
所
調
査

近
年
、
本
町
を
襲
っ
た

台
風
災
害
の
歴
史

・
台
風
2
2
号
（
昭
和
3
0
年
9
月
2
9
日
）

　
2
9
日
置
夜
か
ら
3
0
日
置
か
け
て
吹

き
荒
れ
た
突
風
（
瞬
間
最
大
風
速
5
0

m
）
に
よ
り
、
村
内
全
域
に
大
き
な
被

害
を
与
え
た
。

　
住
宅
全
壊
2
1
戸
、
住
宅
半
壊
・
大

破
7
3
戸
、
小
破
謝
戸
、
非
住
宅
半
壊
他

瀬
戸
・
台
風
7
号
（
平
成
5
年
8
月
9
日
）

　
こ
の
台
風
前
に
降
り
続
い
た
長
雨

や
集
中
豪
雨
の
影
響
も
あ
り
、
耳
川

が
3
9
年
ぶ
り
に
増
水
、
耳
川
流
域
の

住
家
は
予
測
で
き
な
い
急
速
な
増
水

に
家
財
の
多
く
が
水
浸
し
と
な
っ
た
。

　
床
上
浸
水
2
5
戸
、
床
下
浸
水
1
3
戸
、

避
難
し
た
世
帯
3
6
戸
（
㎜
人
）

・
台
風
1
3
号
（
平
成
5
年
9
月
3
日
）

　
こ
の
台
風
1
3
号
は
、
町
内
全
域
に
わ

た
っ
て
杉
の
風
倒
木
が
み
ら
れ
、
公
共
施

設
の
な
か
に
は
、
牧
水
公
園
の
ふ
る
さ

と
の
家
の
大
屋
根
が
吹
き
飛
ぶ
な
ど
の

被
害
が
あ
っ
た
。
　
住
家
の
破
損
㎜
件
、

非
住
家
の
破
損
4
4
件
、
公
共
建
物
8

件
、
避
難
世
帯
7
0
世
帯
（
鵬
名
）

・
台
風
1
9
号
（
平
成
9
年
9
月
1
5
日
）

　
こ
の
台
風
1
9
号
は
、
風
よ
り
も
降

雨
に
よ
る
耳
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
、

予
想
外
の
大
災
害
と
な
っ
た
。

　
床
上
浸
水
悩
世
帯
、
床
下
浸
水
1
8

世
帯
、
避
難
勧
告
世
帯
8
5
世
帯
（
㎜
名
）

・
資
料
提
供
（
東
郷
町
史
一
通
史
編
）

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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・
雨
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

土
砂
災
害
の
多
く
は
雨
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
1
時
間
に
2
0
ミ
リ
以
上
、
ま
た
は
、
降
り
始

め
か
ら
㎜
ミ
リ
以
上
の
降
雨
旦
里
に
な
っ
た
ら
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

・
逃
げ
方
を
覚
え
ま
し
ょ
う

土
石
流
は
速
度
が
早
い
た
め
、
流
れ
を
背
に
し
た
の
で
は
追
い
つ
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
土
砂

の
流
れ
る
方
向
に
対
し
て
直
角
に
逃
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

・
避
難
場
所
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

日
頃
か
ら
家
族
全
員
で
避
難
場
所
や
避
難
す
る
道
順
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ

ば
家
族
が
一
緒
に
い
な
い
と
き
で
も
、
避
難
場
所
で
落
ち
合
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

．
懇
～

　
二
三
・
「
三
：

．－
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…
，

…
，

東
郷
町
を
県
民
に
ア
ピ
ー
ル

　
　
グ
リ
ー
ン
博
み
や
ざ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
東
郷
町
の
日
～

　
宮
崎
市
阿
波
岐
ヶ
原
森
林
公
園
で

開
催
さ
れ
て
い
た
グ
リ
ー
ン
博
み
や

ざ
き
9
9
会
場
で
5
月
1
9
日
、
「
東
郷
町

の
日
」
が
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
、
キ
ラ

ラ
ス
テ
ー
ジ
で
郷
土
芸
能
を
披
露
す

る
出
演
者
と
物
産
展
や
バ
ザ
ー
の
出

展
者
（
商
工
会
・
ふ
る
さ
と
市
場
）
な

ど
約
7
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
キ
ラ
ラ
ス
テ
ー
ジ
で
行

わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
東

郷
町
の
P
R
や
山
本
秀
子
カ
ラ
オ
ケ

教
室
、
冠
太
鼓
、
民
謡
・
民
舞
愛
好
会

の
み
な
さ
ん
ら
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
が
行

わ
れ
、
当
日
会
場
に
訪
れ
た
人
た
ち
か

ら
盛
ん
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
東
郷
町
の
物
産

展
や
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と

市
場
開
設
グ
ル
ー
プ
や
町
商
工
会
な

ど
も
参
加
、
『
東
郷
の
味
』
を
知
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃

…
蕊

……

轍
▲盛んな拍手を受けた山本秀子カラオケ教室

も
ら
お
う
と
、
声
を
か
ら
し
て
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。
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　　　　　　　轍とうご’り④

　
7
月
1
8
日
（
日
）
は
、
宮
崎
県

知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
投

票
時
間
は
、
午
前
7
時
か
ら
午

後
8
時
ま
で
で
す
。
（
照
応
・
越

表
・
下
渡
川
地
区
は
午
後
7
時

ま
で
）
そ
ろ
っ
て
投
票
に
参
加

し
ま
し
よ
う
。

◎
選
挙
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
ば
役
場
総
務
課
内
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
ま
で

電
話
（
6
9
1
3
9
0
0
・
内
線
1

5
番
）

各投票区の投票時間

宮
崎
県
知
事
選
挙
に
投

票
で
き
る
人

○
住
所
要
件

　
平
成
1
1
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
転
入

届
出
を
提
出
さ
れ
て
引
き
続
き
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
。

○
年
齢
要
件

　
昭
和
5
4
年
7
月
1
9
日
以
前
に
出
生

し
た
人
。

　
な
お
、
平
成
1
1
年
4
月
1
日
以
降

に
東
郷
町
に
転
入
届
を
提
出
し
た
人

で
、
平
成
1
1
年
3
月
3
1
日
以
前
に
宮

崎
県
内
の
他
市
町
村
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
た
人
は
前
住
所

地
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
方
に
は
、
「
引
ぎ
続
き
住
所
を

有
す
る
証
明
書
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
本
町
役
場
住
民
課
で
ご
請
求

下
さ
い
（
証
明
手
数
料
は
無
料
で
す
）

投票区名 投票所名 投　票　時　間

第1投票区
i小野田）

小野田公民館 午前7時～午後8時

第2投票区
i寺迫一部）

山ノロ集落
Z　ン　タ　一

午前7時～午後7時

第3投票区
i福　瀬） 福瀬田体育館

午前7時～午後8時

第4投票区
i鶴野内）

鶴野内コミュニ

eィセンター
午前7時～午後8時

第5投票区
i迫野内） 迫野内公民館

午前7時～午後8時

第6投票区
i田　野）
田野集落
Z　ン　タ　一

午前7時～午後8時

第7投票区
i羽坂）

羽坂生活改善
Z　ン　タ　一

午前7時～午後8時

第8投票区
i仲　深）

仲深地区集落
Z　ン　タ　一

午前7時～午後8時

第9投票区
i坪谷） 坪谷公民館

午前7時～午後8時

第10投票区

i越　表）

越表生活改善
Z　ン　タ　一

午前7時～午後7時

第11投票区

i下渡川）
下渡川集落
Z　ン　タ　一

午前7時～午後7時

第12投票区

i八重原） 八重原公民館
午前7時～午後8時

第13投票区

i寺迫一部） 庭田公民館 午前7時～午後7時

○
不
在
者
投
票

　
投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
、
病
気

な
ど
に
よ
り
投
票
所
で
投
票
で
き
な

い
人
は
、
不
在
者
投
票
の
制
度
を
ご

利
用
下
さ
い
。

　
7
月
1
日
か
ら
7
月
1
7
日
ま
で
の

問
で
、
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
8

時
ま
で
町
役
場
2
階
の
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
へ
お
出
か
け
下
さ
い
。

0
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度

　
身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
る
者
の
う
ち
、
障

害
の
程
度
に
よ
り
基
準
に
該
当
す
る

人
は
、
郵
送
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

　
事
前
に
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付

手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
早
め
に

問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
他
市
町
村
に
お
け
る

不
在
者
投
票
、
病
院
な
ど
に
お
け
る

不
在
者
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

寺
迫
・
福
瀬
地
区
の
一
部

投
票
区
域
を
変
更

　
今
ま
で
、
寺
迫
の
長
崎
地
区
に

あ
っ
た
第
1
3
投
票
区
（
投
票
所
”
長

崎
集
会
所
）
が
今
度
の
町
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
か
ら
同
じ
寺
迫
地
区
の
庭

田
公
民
館
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
変
更
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
第

13

兜
[
区
で
投
票
し
て
い
た
福
瀬
の

鵜
戸
木
組
合
が
、
第
3
投
票
区
（
福
瀬

小
体
育
館
）
に
変
更
、
本
身
地
区
も
第

13

兜
[
区
が
庭
田
公
民
館
に
変
更
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
寺
迫
地
区
全
体

の
投
票
区
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
寺

迫
・
山
ノ
ロ
・
落
鹿
・
中
尾
組
合
が
従

来
ど
お
り
第
2
投
票
区
（
山
ノ
ロ
集

落
セ
ン
タ
ー
）
で
行
わ
れ
、
吉
牟
田
・

庭
田
・
長
崎
組
合
が
第
1
3
投
票
区

（
庭
田
公
民
館
）
で
投
票
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

東
郷
町
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
は

　
　
　
7
月
6
日
（
火
）
告
示

　
　
　
7
月
1
1
日
（
日
）
投
票

　
平
成
1
1
年
7
月
1
9
日
に
任
期
満
了

を
迎
え
る
東
郷
町
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
要

領
で
行
わ
れ
ま
す
。

■
投
票
資
格

①
そ
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
農
業
委
員

会
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で

あ
る
こ
と
。

②
年
齢
が
満
2
0
歳
以
上
（
昭
和
5
4
年

4
月
1
日
ま
で
の
出
生
者
）
で
、
1
0

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の

業
務
を
営
む
者
。

③
②
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配

偶
者
で
、
年
間
概
ね
6
0
日
以
上
耕
作

に
従
事
す
る
年
齢
2
0
歳
以
上
の
者
。

※
た
だ
し
、
こ
の
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
平
成
1
1
年
1

月
－
日
現
在
の
状
況
に
よ
り
、
平
成

11

N
1
月
1
0
日
ま
で
に
農
業
委
員
会

に
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
書
を
提
出
し
た
者
で
な
い

と
、
今
回
選
挙
の
投
票
資
格
が
な
い

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
に
つ
い
て
、

お
訪
ね
に
な
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
役
場
総
務
課
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
6
9
1
3
9
0
0
内
線
1
5
番
）

か
農
業
委
員
会
事
務
局
（
6
9
1
3
9
1

0
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉

　　　　　　　⑤磯8こ”り

農業×夢＝認定農業者⑲

酒井孝司さん
　　（坪　谷）

○
現
況
と
今
後
の
経
営

　
昭
和
4
7
年
に
高
等
営
農
研
修
所
卒

業
と
同
時
に
就
農
、
現
在
は
、
た
ば
こ

と
水
稲
の
複
合
経
営
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
労
働
力
は
両
親
と
三
人
で
、
そ
れ

ぞ
れ
作
業
分
担
し
て
行
っ
て
お
り
、

経
営
規
模
は
、
た
ば
こ
を
㎜
ア
ー
ル

水
稲
を
8
0
ア
ー
ル
作
付
け
し
て
い
ま

す
。
就
農
当
時
は
、
た
ば
こ
生
産
者
も

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
で
は
町

内
で
も
三
戸
の
生
産
者
し
か
残
っ
て

い
ま
せ
ん
。
生
産
技
術
も
年
々
変
化

し
、
当
時
か
ら
と
す
る
と
品
質
・
収

量
と
も
に
向
上
し
ま
し
た
。

　
特
に
乾
燥
機
に
つ
い
て
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
に
よ
り
、
随
分
管

理
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
代
わ

り
生
産
技
術
に
力
を

入
れ
て
収
入
が
増
え

る
よ
う
努
力
を
し
て

い
ま
す
が
、
芽
か
ぎ
な

ど
機
械
で
は
で
き
な

い
作
業
も
あ
る
た
め
、

苦
労
し
て
い
る
面
も
。

あ
り
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
労
働
力
で
は

現
行
の
規
模
で
精
一

杯
で
す
が
、
も
し
、
町

内
に
共
同
乾
燥
施
設

が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
規

模
拡
大
は
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
品
質
向
上
に
も

引
き
続
き
力
を
入
れ
、
単
価
引
上
げ

（
増
収
）
に
つ
な
が
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
後
継
者
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
先
の

分
か
ら
な
い
年
齢
な
の
で
今
の
と
こ

ろ
何
も
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も

自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
皆
さ

ん
と
共
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
一
声

　
高
等
営
農
研
修
所
（
現
：
高
鍋
農

業
大
学
校
）
を
昭
和
4
7
年
に
卒
業
と

同
時
に
、
何
の
拘
り
な
く
、
後
継
者
と

し
て
農
業
を
始
め
た
。
農
家
に
生
ま

れ
、
幼
少
か
ら
恵
ま
れ
た
農
村
の
自

然
環
境
に
育
ち
、
農
村
農
業
の
良
さ

を
知
り
尽
く
し
、
農
業
が
好
き
だ
っ

た
と
当
然
の
よ
う
に
断
言
さ
れ
る
。

　
そ
の
笑
顔
に
は
喜
び
と
楽
し
さ
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
る
酒
井
孝
司
さ
ん
で
す
。

　
孝
司
さ
ん
の
父
親
の
二
美
さ
ん

は
、
昭
和
2
3
年
に
4
ア
ー
ル
の
た
ば

こ
作
り
を
始
め
、
現
在
ま
で
半
世
紀

（
5
1
年
）
に
わ
た
り
、
た
ば
こ
作
り
を

継
続
し
て
お
ら
れ
、
町
内
で
も
大
御

所
的
存
在
で
あ
る
。

　
昭
和
4
7
年
か
ら
た
ば
こ
を
始
め
た

孝
司
さ
ん
は
父
親
の
豊
富
な
経
験
と

技
術
の
教
え
を
受
け
て
、
現
在
、
た
ば

こ
1
2
0
ア
ー
ル
を
耕
作
、
町
内
で

も
数
少
な
い
た
ば
こ
耕
作
者
の
一
人

で
あ
り
、
ま
た
酒
井
家
の
大
黒
柱
で

あ
る
。
5
0
年
以
上
も
た
ば
こ
作
り
を

続
け
ら
れ
た
感
想
を
た
ず
ね
た
と
こ

ろ
、
孝
司
さ
ん
二
美
さ
ん
と
も
「
た
ば

こ
作
り
が
好
き
な
の
と
、
何
事
も
継

続
し
て
こ
そ
結
果
に
つ
な
が
る
」
と

満
面
の
笑
み
で
答
え
て
く
れ
た
。

　
ま
た
、
現
在
の
た
ば
こ
作
り
は
以

前
の
栽
培
と
比
較
す
れ
ば
、
機
械
化

も
進
み
数
段
軽
作
業
と
な
り
、
特
に

乾
燥
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た

先
端
技
術
で
、
人
が
つ
い
て
い
な
く

て
も
良
い
が
、
最
後
は
や
は
り
今
ま

で
培
っ
た
技
術
が
物
を
言
う
の
だ
と

自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
。

　
酒
井
家
は
七
人
家
族
、
奥
さ
ん
は

勤
め
の
た
め
、
休
み
の
時
に
加
勢
す

る
程
度
で
、
主
に
両
親
と
孝
司
さ
ん

三
人
で
農
業
経
営
を
や
っ
て
い
る
。

子
供
は
三
人
と
も
男
の
子
だ
が
、
後

継
者
に
な
る
か
ど
う
か
は
子
供
の
考

え
を
尊
重
し
た
い
と
話
さ
れ
た
。

　
最
後
に
孝
司
さ
ん
の
夢
は
「
収

量
・
品
質
と
も
に
最
高
の
も
の
を
作

り
、
最
高
の
値
が
付
く
も
の
を
作
り

た
い
」
と
の
こ
と
で
、
仲
間
（
た
ば
こ

耕
作
者
）
と
仕
事
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
す
る
こ
と
も
ま
た
、
何
よ
り
楽

し
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
何
事
も
一
筋
に
取
り
組
み
、
家
族
関

係
を
大
事
に
す
る
孝
司
さ
ん
に
あ
ら
た

め
て
農
業
に
対
す
る
自
信
と
誇
り
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一　伊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ひ一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ψ　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→e9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ9e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ◎9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂ψe　　　　　　　　　　　　　　　　　　9σず　　　　　　　　　　　　　　　　　ひψ♂　　　　　　　　　　　　　　　　9σψ　　　　　　　　　　　　　　♂ψ，　　　　　　　　　　　　　99ψ　　　　　　　　　　　　’9◎　　　　　　　　　　　φ◎9　　　　　　　　　　e9φ　　　　　　　　9eψ　　　　　　　¢一　σ　　　　　　φ　r－　　　　　9一　ψ　　　，ρ9　　e9♂　9ψ一¢一e　　　　　　　　　　　　　　　　　9　9ψ　　　　　　　　　　　　　　　　9－9　　　　　　　　　　　　　　　φeg　　　　　　　　　　　　　ege　　　　　　　　　　　　999　　　　　　　　　　　，9ひ　　　　　　　　　　ψr－　　　　　　　　eψo　　　　　　　ψ，9　　　　　　0“e　　　　　9，9　　　　90e　　　ぴψ　ψρ，ψψ伊9

畜
産
だ
よ
り

　
5
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

の
出
荷
分
の
結
果
、
及
び
最
高
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
セ
リ
市
（
5
月
置
）

　
雌
平
均
　
3
5
4
、

　
去
勢
平
均
　
4
0
2
、

　
合
計
平
均
　
3
8
1
、

最
高
額
［
雌
の
部
］

　
迫
野
内
　
前
田
福
美

　
血
統

　
5
7
頭

3
5
4
円

9
7
0
円

6
4
7
円

か
ず
き
号

　
　
　
福
桜
・
糸
秀
・
画
数
土
井

鵬
日
令
阻
㎏
5
6
8
、
0
5
0
円

　
［
去
勢
の
部
］

羽
坂
　
福
永
マ
ス
ミ
　
勝
福
7
号

血
統
　
福
桜
・
糸
晴
・
隆
美

謝
日
令
糀
㎏
4
9
4
、
5
5
0
円

児
湯
郡
セ
リ
市
（
5
月
期
）

　
雌
平
均
　
4
0
6
、

　
去
勢
平
均
　
4
4
4
、

　
合
計
平
均
　
4
2
8
、

最
高
額
［
雌
の
部
」

　
寺
迫
　
黒
木
萬
好

　
血
統

　
珊
日
鋼
㎜
㎏

［
去
勢
の
部
」

　
庭
　
田
　
黒
木
　
誠

　
2
3
頭

7
7
0
円

9
5
7
円

3
5
4
円

　
　
　
　
　
ひ
ろ
た
か
号

隆
桜
・
三
十
・
秀
安

　
　
5
9
4
、
3
0
0
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
美
桜
台

血
統
隆
桜
・
安
平
・
隆
美

例
日
令
猫
㎏
5
0
5
、
0
5
0
円

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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レζ＿誇隣轟縢監一
講まちのアルバム騰
　　　　　　　　　　　　　騨騨闘一圃司

　延岡市の西階運動公園陸上競技場を主会場に第53回宮崎

県民体育大会が開催されました。

　本町からも陸上や弓道、ソフトテニス、ボーリングなど4種目

に16名が出場、陸上女子100m（年齢別）では、小野田の那

須フミヨさんが優勝するなど各種目で健闘をみせてくれました。

　主な入賞結果は次のとおりです。
【陸上】

優勝那須フミヨ（100mE、200mE）

2位小川勝正（砲丸投げC）、那須則子（100mD）

3位斧　由美（走り幅跳びB）、黒木絹子（5KロードE）

6位東村光教・海野道明（男子400mリレー）

鍵鑛　
獣
憲響

望欝享
綴毒茸滋：．．

象蕪譲野帰
　　　慧

鮎漁が解禁
6月1日（火）

　太公望たちが待ちに待った鮎漁が、今年は予定どお

り6月1日に解禁しました。

　「今年は鮎の遡上（そじょう）が良く、量が多い」

との評判に数多くの人たちが早朝から訪れ、思い思い

の漁法で川に繰り出していきましたが、前日からの冷

え込みの影響で水温が低かったため、鮎の活動が鈍く、

坪谷川・耳川とも残念ながら期待した釣果は得られな

かったようでした。

・ol．開，・嚇■．，・鱒閃，・側oo■，・明■朋・瑚811gr．駒。”．闘鯛●・．llll，・．lool．●■ol■■．噛．1開lgr鱒開”噂酬lg響611m・鱒隠験関ll髄．．Illlト●●●60。開山酔．oo開，噂隔m・一一1・r剛開，・棚．髄．o”ゆ・■lo”’明開。，’鯛■暉駒。囎1ゆ喝鞠脚．鴨跡賢’鵬1睡．，ll髄・■噛■噛19噌開”喝1鵬9・剛齢Moo膿・鱒鱒。・鵬1，，・明胴■顧・閲1109▽鰭lllg曾．1II”・鴫1開，川■■■一’噛．．．．・’o■8■■8’o．．．帥’・■■■■’1開1’嚇1鱒・■oooo，・層800．．・lllll，・o■■■1，噌mo・

　　　　　　日向市で東郷町人会
6月5日（土）

　6月5日仕）午後7時から日向市にある東郷町人会が

開催されました。

　この会は日向市に在住する東郷町出身者で組織され、

当日は明比芳松会長はじめ、120名が出席しました。

　本町からは小林町長をはじめ町4役のほか田中町議会

議長・町議会議員・植野県議らが出席し、お祝いを兼ね

て東郷町の現状と将来の町づくりについて紹介しました。

このほか、延岡市の町人会、門川町の町人会からも代表者

が出席し、情報交換を行いながら友好を深めていました。

向市東郷町絵

一
匹．。．。

　
瞼
と
じ
れ
ば
故
郷
の

　
　
タ
日
に
紺
染
め
ら
れ
て

　
牧
水
の
里
花
思
う

雛
離
離
虚

　
夢
を
追
い
か
け
進
む
道

　
　
つ
ま
ず
き
こ
ろ
ぶ
迷
い
坂

　
故
郷
は
る
か
偲
び
ま
す

　
　
人
情
厚
き
東
郷
町
は

　
一
途
に
生
き
る
お
袋
の
よ
う
に

　
　
清
き
流
れ
の
　
清
き
流
れ
の

あ
あ
耳
川
が
あ
る

　
都
会
ぐ
ら
し
に
迷
っ
た
ら

　
　
帰
っ
て
来
い
よ
出
直
せ
と

　
宅
配
便
に
走
り
書
き

　
　
生
ま
れ
育
っ
た
東
郷
町
は

　
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
親
父
の
よ
う
に

　
　
で
ん
と
見
守
る
で
ん
と
見
守
る

あ
あ
冠
岳
が
あ
る

　　　　『郷愁』東郷町を歌う

　大阪市在住でプロの作詞家の菅野勲夫氏（旧制延岡

中学卒業生）が、このほど東郷町を題材にした歌詞『郷

愁』を作詞しました。

　菅野氏は、本町八重原の高山操氏の旧制延岡中学校

時代の2年後輩で、同氏と親しい交友があったことか

ら、高山氏が「東郷町から多くの若者が故郷を離れて

働いている、この若者達のために故郷を偲び励みにな

るような歌をつくってくれ」と頼んだところ、快く作

詞をしてくれたとのことです。

融融鵜器議∠1
★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲3900（14｝まで〉
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ニュアンスの違い

　　　　　　コ環8ご’り⑥

紳一

　　　　　　　私が日本に来る前、日本語だけじゃなくて、日本の文化や習慣なども多少は勉強して

　　　　　　きました。

　しかし、教室で勉強することと、現地で体験することは全然違うと思います。

　語学の違いは勿論ですが、特に人格などは現地に行ってこそ勉強できるものです。実際に物のとら

え方が違って面食らってしまうことにもいくつか出くわしました。

　今月は考え方の違いからくるおもしろいことについて書きたいと思います。

　例えば、日本人は外国人を見たら、まずアメリカ人だと思うようです。実際私も今までに何回も「ア

メリカ人ですか」とたずねられました。「えっ、なんで／僕はニュージーランド人ですよ」と答えま

した。

　その他にも「外国人はみな鼻が高い」とか「男の入は料理できない」とかよく聞きますがこれも間

違いです。

　また、どこかに買い物に行って、500円の品物を買ったとします。り万円札を出すと周りの人た

ちが「お金持ちだね一」って言います。私に言わせれば、丁度持ち合わせがなかったので／万円札を

出したのです。

　銀行からお金を下すとき、普通／万円単位で下ろします。ですから500円の買い物にもその／万

円を出さざるおえません。この当たり前のことに「お金持ちですね」と言われるのは不思議なのです。

　しかし、日本がこれから先もっと国際的な国になるにつれて、自然にこういう勘違いやニュアンス

の違いはなくなると思います。

　勿論、こういう勘違いは日本人だけじゃなくて、どこの国でもあるのでしょうが、こんなニュアン

スの違いがあるからこそ世界はおもしろいのかもしれません。

　みんなが外国のことをよく知っていたら、世界は逆につまらなくなってしまうし、他の国へ行く意

味がなくなってしまうかも知れません。

年
老
い
て
学
ぶ
短
歌
は
拙
く
も

吾
に
優
し
き
歌
の
友
ら
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

こ
の
池
に
異
変
あ
り
し
か
楽
し
み
て

養
ふ
鯉
の
こ
の
朝
も
死
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

姑
も
舅
も
夫
も
介
護
せ
し
を
運
命
と

諦
め
て
言
ふ
は
寂
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

母
の
日
に
送
る
花
束
も
見
る
な
く
て

盲
の
母
は
香
り
を
言
ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

つ
つ
じ
咲
く
西
城
公
園
は
夕
暮
れ
て

見
下
ろ
す
町
は
灯
り
始
め
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

新
緑
を
透
き
く
る
日
差
し
や
は
ら
か
く

夫
と
並
び
て
弁
当
ひ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
敷
裕
子

五
月
晴
れ
に
泳
ぐ
鯉
幟
す
く
な
く
て

少
子
化
は
吾
が
町
に
も
及
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
村
秋
男

近
づ
け
ば
吾
の
み
吠
ゆ
る
犬
の
あ
り

手
を
振
り
て
ゆ
く
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

足
元
に
気
を
配
り
つ
つ
植
ゑ
終
へ
し

杉
の
み
ど
り
の
山
を
彩
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

連
休
に
婚
礼
あ
り
て
病
む
妻
を

施
設
に
預
け
ひ
と
り
旅
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

山
肌
に
新
緑
萌
え
て
晴
れ
わ
た
る

．
五
月
の
風
を
息
ふ
か
く
吸
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

若
葉
萌
ゆ
る
坂
道
上
り
ゆ
く
吾
は

四
方
の
山
々
に
心
吸
は
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

己
が
事
を
振
り
返
る
い
と
ま
な
く
逝
き
し
夫

命
日
の
今
B
は
し
み
じ
み
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

装
ひ
て
今
年
も
行
か
む
同
窓
会

ブ
ロ
ー
チ
並
べ
朝
よ
り
迷
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

黄
昏
る
る
山
は
一
枚
の
絵
の
如
く
峡
に
は

深
き
闇
の
ひ
ろ
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

風
邪
い
え
ぬ
吾
は
ビ
ー
ル
を
飲
み
残
し

誕
生
日
の
夜
を
早
く
寝
に
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲3900（14）まで〉

短
歌
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歌
会
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▲題「ぼくのニジウオ」

　仲深、深谷の

黒田光重くん（6歳）

父；黒田一喜さん

母1今朝枝さん
○好きな食べ物は何ですか？

　さくらんぼ、カレーライス

○幼稚園での好きな遊びは

　何ですか？

　ブロック遊び、ブランコ

○大きくなったら何にな

　りたいですか。

　お父さん

乙〆一尺争

　』一報の話題
　霊智瞳■劇瞳剛剛剛■o■臼噂■o■●噂■搬

チャイルドシート
を貸し出します／
　日向地区交通安全協会では、

道路交通法改正施行に伴いチャ
イルドシートの普及促進と乳幼児

の交通安全を図ることを目的とし

てチャイルドシートの貸し出しを行

います。

1．貸与の対象者

　日向地区交通安全協会の管内
に居住する交通安全協会の会員

で、6歳未満の乳幼児の保護者

2．借用の申請方法

　運転免許証及び安全協会員証
を掲示し、「借用申請書」を日向

地区交通安全協会長宛提出す
る。（東郷支部は役場総務課で受
け付け）

3．貸出期間
　原則として、3ヶ月。（ただし、次期　曹

申請者のない場合は更新できる）

4．費用負担

　無償

童

叢

奪

竃

享
窯
幸
噌

幸
藁

幸

幸
曹

幸
や

脅
話
声
を
幸

幸
す

曹

幸

一
己

　坪谷、上野原の

矢野直人くん（5歳）

父：矢野　良さん

母：　　恵子さん

○好きな食べ物は何ですか？

　ぶどう　カレーライス

○幼稚園での好きな遊びは

　何ですか？

　積木、てつぼう

○大きくなったら何になり

　たいですか。

　救急隊員

頓
触

▲題「ぼくのニジウオ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一φ■　　　　　　　　　　　　　　　　oひ　　　　　　　　　　　　　　　ψひ　　　　　　　　　　　　　　9，　　　　　　　　　　　　　o■　　　　　　　　　　　　　9ψ　　　　　　　　　　　　一ひ　　　　　　　　　　　一ひ　　　　　　　　　　oひ　　　　　　　　　ρψ　　　　　　　　　一ひ　　　　　　　　9ひ　　　　　　　ヴφ　　　　　　一一　　　　　ψゆ　　　　　oφ　　　　‘φ　　　．ひ　　ψひ　ψ一　一伊9φ

駐
在
所
だ
よ
り

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進

委
員
の
紹
介

去
る
四
月
三
十
日
に
日
向
警
察
署
に
お
い

て
、
道
路
交
通
法
に
基
づ
く
「
地
域
交
通
安

全
活
動
推
進
委
員
」
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、

日
向
地
区
で
十
七
名
の
方
が
新
規
に
宮
崎

県
公
安
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

東
郷
町
か
ら
は

東
郷
町
大
字
山
陰
丙
二
八
○
番
地
イ

　
夕
原
孝
徳
さ
ん

東
郷
町
大
字
坪
谷
丙
八
八
番
地

　
松
掛
芳
郎
さ
ん

の
二
名
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
安
全
活
動
推
進
委
員
は
、
道
路
交
通
法

第
一
〇
八
条
の
二
九
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、

①
適
正
な
交
通
の
方
法
及
び
交
通
事
故
防

止
に
つ
い
て
住
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

住
民
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
。

②
道
路
に
お
け
る
適
正
な
車
輌
の
駐
車
及

び
道
路
の
使
用
の
方
法
に
つ
い
て
住
民
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
運
動
の
推
進
。

③
そ
の
他
地
域
に
お
け
る
交
通
の
安
全
と

円
滑
に
資
す
る
た
め
の
活
動
。

等
を
行
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の

委
嘱
は
平
成
十
一
年
四
月
一
日
付
で
委
嘱

さ
れ
て
お
り
、
委
嘱
期
間
は
平
成
十
三
年

三
月
三
十
一
口
ま
で
の
二
年
間
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
ご
尽
力
い

た
だ
く
両
氏
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
東
郷
町
か
ら
一
件
で
も
交
通

事
故
を
減
ら
す
た
め
町
民
の
み
な
さ
ま
の

御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

警
察
官
を
名
乗
る
変
な

電
話
に
注
意
を
／

　
最
近
、
日
向
警
察
所
管
内
（
延
岡
・
高

千
穂
警
察
所
管
内
で
も
）
に
お
い
て
、
電
話

で
警
察
官
の
氏
名
を
名
乗
り
「
子
ど
も
さ

ん
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
」
と
か
、
あ
る
い
は

「
拾
っ
た
財
布
の
中
に
子
ど
も
さ
ん
の
名

前
が
書
い
て
あ
っ
た
」
な
ど
と
言
っ
て
、
他
の

子
ど
も
の
居
る
家
庭
の
電
話
番
号
を
聞
き

出
そ
う
と
す
る
事
案
が
連
続
し
て
発
生
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

○
「
日
向
警
察
所
管
内
の
○
○
と
言
い
ま

す
。
×
×
小
学
校
の
子
ど
も
が
ひ
き
逃
げ
に

あ
っ
た
の
で
調
べ
て
い
ま
す
。
」

○
「
落
と
し
物
を
拾
っ
て
も
ら
っ
た
。
お
礼
が

し
た
い
の
で
、
子
ど
も
の
電
話
番
号
を
教
え

て
下
さ
い
。
」

　
な
ど
と
い
う
も
の
で
、
口
向
市
内
や
入
郷

地
区
で
も
こ
の
よ
う
な
事
案
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
生
徒
達
や
家
族
に
対
す
る

特
別
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
ど
の

よ
う
な
事
案
に
発
展
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
の
で
、
こ
の
よ
う
な
事
案
に
対
し
て
は
次

の
要
領
で
の
対
処
法
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
も
し
相
手
か
ら
友
達
の
電
話
番
号
を
た

ず
ね
ら
れ
て
も
絶
対
に
教
え
な
い
で
下
さ
い
。

●
落
と
し
物
の
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
子
ど
も

に
対
し
て
そ
の
事
実
を
確
認
し
、
虚
偽
の
場

合
で
有
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
事
実
の
な
い
こ

と
を
は
っ
き
り
告
げ
て
電
話
を
切
っ
て
下
さ
い
。

●
警
察
官
の
名
前
を
名
乗
っ
た
場
合
は
、
相

手
の
氏
名
や
電
話
番
号
を
聞
き
、
「
警
察
署

に
確
認
し
ま
す
の
で
一
旦
電
話
を
切
り
ま

す
。
」
旨
を
告
げ
、
電
話
を
切
っ
た
後
に
警
察

署
に
確
認
を
し
て
下
さ
い
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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東郷町農産加工所（ふるさと味工房）使用料が決まりましたのでお知らせします

3．加工体験料1．機械器具使用料

作業名 体験料金 備　　　考

そば打ち

1団体にっき

Q500円

i各室使用料込）

そば持ち帰り
T009込

T009増す毎1，450円

と　う　ふ 2000円

とうふ持帰り

S丁込

S丁増す毎950円

こんにゃく 2000円

こんにゃく

搴Aり5丁込

T丁増す毎950円

機　械　器　具 単　位 使用料金

クライスプラス 1時間 100円

真　空　包　装　機 1時間 100円

三　　　重　　　　釜 1時間 50円

水物　シ　一　ル機 1時間 50円

殺　　　菌　　　槽 1時間 50円

かス　コ　ンベッ　ク 1時間 50円

蒸　　　　し　　　器 1時間 50円

パ　　　ッ　　カ　　一 1時間 30円

2．各室使用料

※体験室で加工した物については、食味することが出

　来ます（無料）。

　体験室については、室使用料込みの金額です。

使　用　室　名 単　位 使用料金

そば打ち体験室 半　　日 1050円

各加工品体験室 半　　日 1050円

「　帽

知らせ
の食事代は次

国保が負担し

「「皆掛諸鐙ち孤
i☆国保に加入している方の入院

i　の表の額を支払うだけで残り
　　ます。

お
時
は

の

一　般　加　入　者 1日 760円

90日までの入院 1日 650円住民税
�ﾛ税
｢　　帯

90日を超える入院
i過去12ヶ月の入院日数）

1日 500円

住民税非課税世帯で老齢福祉

N金を受けている方
1日 300円

　対象になる方は「標準負担額減額認定証」の交付を

役場で受けて下さい。

☆老人医療受給者の方が病院にかかる時に支払う額は

　次のとおりです。

星

外来 1日
530円

ｯじ医療機関で1ヶ月4回まで負担
i最高2，120円）

入院

1日

1200円

Z民税非課税世帯の方は、同じ医療機関で

x払う額が、（最高35，400円）になります。

1日
500円
Z民税非課税世帯で、老齢福祉年金を受けている方

になる方は「入院時一部負担金限度額適用認定証」

付を役場で受けて下さい。

剤一部負担金について

人医療受給者の方が、医療機関で支払っていた薬

平成11年7月1日からは支払う必要がなくなりま

ヨ

｝嗣

i対象。
　の交イ

☆薯l

i代は・
き

聡くは役場住民課までお問い合わせ下さい。

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

浪
、
浪
、
浪
、
沖
に
居
る
浪
、
岸
の
浪
、

や
よ
待
て
わ
れ
も
山
降
り
て
行
か
む

　
美
々
津
ゴ
ル
フ
場
の
1
6
番
ホ
ー

ル
、
テ
ィ
ー
横
の
海
を
一
望
で
き
る

位
置
に
こ
の
歌
碑
が
あ
り
ま
す
が
、

東
郷
町
鶴
野
内
地
区
に
在
住
す
る
寺

原
忠
男
氏
が
、
平
成
七
年
十
二
月
一

日
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
歌
は
明
治
四
十
四
年
十
月
か

ら
十
一
月
に
か
け
て
相
模
地
方
を
旅

し
た
と
き
に
作
っ
た
歌
で
、
大
正
元

年
九
月
に
出
版
さ
れ
た
第
五
歌
集
『
死

か
芸
術
か
』
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
歌
の
解
説
に
よ
る
と
、
「
牧
水
は
い

ま
岬
の
山
上
に
い
て
、
四
方
に
広
が

る
海
に
向
か
っ
て
立
っ
て
い
る
。
そ

の
青
海
原
は
沖
の
方
ま
で
白
波
が
立

ち
、
真
下
に
は
岬
の
根
に
打
ち
寄
せ

る
幾
重
も
の
白
波
の
動
き
が
見
え

る
。
眼
下
に
広
が
る
青
海
原
の
浪
に

対
し
て
“
や
よ
待
て
”
と
友
人
の
よ
う

に
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
山
を
駈
け

下
り
て
行
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
よ

う
な
強
い
衝
動
に
か
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
大
自
然
の
中
に

立
っ
て
い
る
牧
水
は
、
身
体
の
内
か

ら
強
い
感
動
が
わ
く
の
を
覚
え
、
そ

し
て
新
し
い
仕
事
に
対
す
る
激
し
い

都
甲
欣
　
一

意
欲
を
燃
や
し
て
い
っ
た
。
」
こ
と
の

説
明
が
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
歌
は
、
五
か
所
の
読
点
、
初
句

と
結
句
の
破
調
が
生
き
生
き
と
し
た

リ
ズ
ム
に
な
っ
て
い
て
、
初
期
の
牧

水
調
か
ら
す
る
と
実
に
新
鮮
な
歌
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
東
郷
町

歌
碑
め
ぐ
り
）

ノ

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉



　　　　　る鞘どうこ”り⑩

三
世
代
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
順
延
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
三
世

代
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
7
月
4
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
8
時
3
0
分
開
会

▽
場
　
所
　
牧
水
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

携
帯
電
話
か
ら
の
湘
番
通
報
に
つ
い
て

　　　　　　お知らせ
〈《（インフォメーション》〉

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

▽
投
票
日
　
7
月
1
1
日
（
日
）

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
4
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

宮
崎
県
知
事
選
挙

▽
投
票
日
　
7
月
1
8
日
（
日
）

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
4
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
日
向
市
・
門
川
・
東
郷
町
管
内
か

ら
携
帯
電
話
で
1
1
9
番
通
報
す
る

と
、
現
在
は
延
岡
市
消
防
署
指
令
室

で
受
け
て
、
日
向
市
消
防
署
指
令
室

に
専
用
線
で
転
送
さ
れ
ま
す
。

　
通
報
方
法
の
誤
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
延
岡
市
消
防
署
指
令
室
に

電
話
が
つ
な
が
っ
て
も
そ
の
ま
ま
電

話
を
切
ら
な
い
で
お
待
ち
下
さ
い
。

※
延
岡
市
消
防
署
指
令
室
が
電
話
に

出
た
ら
、
必
ず
携
帯
電
話
か
ら
通
報

し
て
い
る
こ
と
を
話
し
て
下
さ
い
。

自衛官募集のお知らせ

町
税
に
関
す
圓

○
町
税
の
ロ
座
自
動
振
替
に
つ
い
て

　
町
税
（
町
県
民
税
・
固
定
資
産

募集種目 応募資格 受付期間 一次試験

一般曹候学生

@（男女）

18歳以上18月2日

Q4歳旦測～9月10日
9月18日田

曹候補士
@（男女）

18歳以上

Q7歳未満

8月2日

`9月10日
9月18日（土）

一般男 随　時 別　示2等

､士

C士

�m

高
在
生

男
18歳以上

Q7歳未満
8月2日

`9月10日

9月16日㈱

女 9月27日～28日

海・空自衛隊

q空学生

18歳以上

Q1歳未満

8月2日

`9月10日
9月23日（木）

※詳細について

　自衛隊日向募集事務所　魍52－6914

　日向市役所総務課　　　個52－2111

税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険

税
）
は
次
の
方
法
等
に
よ
り
預
（
貯
）

金
口
座
か
ら
自
動
振
替
（
引
き
落
と

し
）
が
出
来
ま
す
。

一
・
利
用
で
き
る
指
定
金
融
機
関

〈
日
向
農
協
・
郵
便
局
・
宮
崎
銀
行
〉

二
・
手
続
き
の
方
法
（
手
続
き
は
簡

単
で
す
。
）

　
・
振
替
依
頼
し
よ
う
と
す
る
金
融

機
関
窓
口
に
通
帳
使
用
印
鑑
を
持

参
し
振
替
申
し
込
み
を
す
る
。

　
・
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項

を
記
入
す
る
。

三
・
注
意
事
項

　
・
口
座
残
高
が
振
替
指
定
日
に
納

税
額
以
上
あ
る
こ
と
。

　
・
本
人
を
含
む
誰
の
分
の
、
ど
の

町
税
を
振
替
依
頼
す
る
か
必
ず
記
入

す
る
こ
と
。

　
・
振
替
の
場
合
、
領
収
書
は
出
ま

せ
ん
。
○
軽
自
動
車
税
に
関
す
る
手
続
き
に

つ
い
て

　
所
有
権
移
転
及
び
住
所
を
変
更
し

た
方
や
使
用
し
な
く
な
っ
た
原
付

バ
イ
ク
、
小
型
特
殊
自
動
車
及
び
軽

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
税
金
の
関

係
か
ら
も
所
定
の
手
続
き
を
し
ま

し
よ
う
。

　
原
付
バ
イ
ク
や
小
型
特
殊
自
動
車

は
役
場
で
手
続
き
が
出
来
ま
す
が
、

軽
自
動
車
の
手
続
き
は
、
購
入
し
た

販
売
会
社
や
関
係
修
理
工
場
の
ほ
か

に
日
向
自
動
車
登
録
代
行
サ
ー
ビ
ス

（
5
4
1
3
0
2
0
）
等
に
な
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

＊
町
税
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
役
場
税
務
課
（
6
9
1
3
9

0
4
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
及

び
商
業
統
計
調
査
の
実
施

　
平
成
H
年
7
月
1
日
を
調
査
日
と

し
て
、
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
及

び
商
業
統
計
調
査
を
全
国
一
斉
に
実

施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
結
果
は
、
各
種
行
政
施

策
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
利
用

さ
れ
ま
す
。
6
月
下
旬
頃
か
ら
調
査

員
が
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
の
で
調

査
へ
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
役
場
企
画
財
政
課
（
6
9

－
3
9
0
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。特
設
人
権
相
談

▽
日
時
　
7
月
8
日
（
木
）

▽
場
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
7
月
2
1
日
㈱
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
二
期

国
民
健
康
保
険
税
　
二
一
期

愈
講

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
6
月
4
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
小
野
田
の
手
原
暁
代
さ
ん
か
ら

（
光
義
さ
ん
・
6
1
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
南
濱
ヤ
ヨ
子
さ
ん
か
ら

（
洋
さ
ん
・
6
3
歳
逝
去
）

◎
小
野
田
の
橋
口
　
光
さ
ん
か
ら

（
カ
ズ
エ
さ
ん
・
8
4
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
肉
筆
の
田
中
　
守
さ
ん
か
ら
快
気

祝
い
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
一
、
．
．
　
　
●

　
　
（
五
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

氏
　
　
名

黒
木
脩
吏
保
護
者
名

丈
二

住
所
寺
門

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

賓
　
　
　
羊
閣
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
～

南　橋

@ロ
@カ
@ズ
@エ

六
原
光
義

氏
名

63

ﾎ

84

ﾎ

61

ﾎ
年
齢

鶴
野
内

鶴
野
内

小
野
田

住
所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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